
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市営繕工事における週休２日モデル工事実施要領 

新旧対照表 

令和６年４月改定 
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１ 目的 

本要領は、営繕工事における週休２日モデル工事（以下「モデル工事」）を実施するための必要な事

項を定め、建設現場における週休２日の推進に向けた課題を把握することを目的とする。 

１ 目的 

本要領は、週休２日モデル工事（以下「モデル工事」）を実施するための必要な事項を定め、建設

現場における週休２日の推進に向けた課題を把握することを目的とする。 

対象工種を明記 

３ 対象工事 

モデル工事は原則全ての工事を対象とする。 

ただし、以下の工事はモデル工事としないことも可能とする。 

社会的要請等により早期の工事完成が必要と判断される工事 

現場特性により施工時間や施工期間に制約があると判断される工事 

上記に掲げるもののほか適切でないと認められる工事 

なお、対象工事については入札公告及び設計図書においてモデル工事である旨を明記する。 

３ 対象工事 

令和４年４月１日以降にさいたま市で発注する建築工事のうち入札公告及び設計図書に「４ 発

注方式」の①又は②のモデル工事である旨指定した工事に適用する。 

適用対象工事を Q&A か

ら転記 

（ 削  除 ） 

４ 発注方式 

次の①又は②のいずれかによる方式とする。 

① 発注者指定方式 

発注者が週休２日に取り組むことを指定する方式 

② 受注者希望方式 

受注者が工事着手前に発注者に対して週休２日に取り組む旨を協議したうえで取り組む方式 

受注者希望型廃止に伴

い削除 

（ 削  除 ） 

５ 事前協議 

前項の②受注者希望方式の場合は、工事着手日前に発注者と週休２日に取り組む旨の 協議

を行い、週休２日モデル工事実施同意(不同意)届(様式１)を発注者に通知する。 

なお、不同意とした場合でも、工事成績評定で減点しない。 

受注者希望型廃止に伴

い削除 
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４ 積算方法等 

(１) 補正方法 

モデル工事において、以下の①から③までの現場閉所（現場休息）の状況に応じた補正係数により

労務費（予定価格のもととなる工事費の積算に用いる複合単価、市場単価及び物価資料の掲載価格（材

工単価）の労務費）を補正する。 

① ４週８休以上 

（現場閉所（現場休息）率28.5%（8日/28日）以上） 

１．０５ 

② ４週７休以上４週８休未満 

（現場閉所（現場休息）率25％（7日/28日）以上28.5％未満） 

１．０３ 

③ ４週６休以上４週７休未満 

（現場閉所（現場休息）率21.4％（6日/28日）以上25％未満） 

１．０１ 

６ 積算方法等 

(１) 当初積算方法 

発注者指定方式の場合は、当初の予定価格から、４週８休以上を前提に、（２）①により労務費

を補正した単価を用いて工事費を積算する。 

受注者希望方式の場合は、(２)④の単価を用いて工事費を積算する。 

 

記載場所を変更 
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 (２) 積算及び変更方法 

４週８休以上を前提に、(１)①により労務費を補正し工事費を積算して予定価格を作成する。 

現場閉所（現場休息）の状況を確認後、４週８休に満たないものはその達成状況に応じて、労務費

の補正係数を(１)②又は③に変更して工事費を積算し、さいたま市建設工事請負契約基準約款第25条

の規定に基づき請負代金額を変更する。また、４週６休に満たないものについては、請負代金のうち

労務費補正分を減額変更する。 

 (２) 単価の補正方法 

モデル工事において、以下の①から③までの現場閉所（現場休息）の状況に応じた補正係数によ

り労務費（予定価格のもととなる工事費の積算に用いる複合単価、市場単価及び物価資料の掲載価

格（材工単価）の労務費）を補正する。 

① ４週８休以上 

（現場閉所（現場休息）率28.5%（8日/28日）以上） 

１．０５ 

② ４週７休以上４週８休未満 

（現場閉所（現場休息）率25％（7日/28日）以上28.5％未満） 

１．０３ 

③ ４週６休以上４週７休未満 

（現場閉所（現場休息）率21.4％（6日/28日）以上25％未満） 

１．０１ 

④ ４週６休未満 

(現場閉所（現場休息）率21.4％未満) 

補正なし 

積算・変更方法を統一 

補正の内容修正 

 (３) 変更方法 

発注者指定方式の場合は、現場閉所（現場休息）の達成状況を確認し、４週８休に満たない場合、

さいたま市建設工事請負契約基準約款第１８条の規定に基づき設計変更する。その際、現場閉所（現

場休息）率をもとに（２）②、③又は④の補正を行い、変更額を算出する。 

受注者希望方式の場合は、現場閉所（現場休息）の達成状況に応じて、さいたま市建設工事請負契

約基準約款第１８条の規定に基づき設計変更する。その際、現場閉所（現場休息）率をもとに（２）

①、②又は③の補正を行い、変更額を算出する。 

変更方法の記載場所変

更 
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５ 現場閉所（現場休息）の確認方法等 

(１) 現場閉所（現場休息）の確認方法 

イ 工事着手日後 

 (ウ) 受注者は、監督職員による現場閉所(現場休息)の状況の確認のため、現場閉所(現場休

息)予定日が記載された月間工程表に現場閉所(現場休息)日を記載し、前月の実績を当月の

５日までに監督職員に提出する。 

７ 現場閉所（現場休息）の確認方法等 

(１) 現場閉所（現場休息）の確認方法 

イ 工事着手日後 

 (ウ) 受注者は、監督職員による現場閉所(現場休息)の状況の確認のため、現場閉所(現場休

息)予定日が記載された月間工程表に現場閉所(現場休息)日を記載し、前月の実績であれ

ば当月の５日までに監督職員に提出する。 

文言の修正 

（ 削 除 ） 

(３) 下請契約時の対応 

受注者は、下請契約の見積りに当たっては、見積り条件に「本工事はさいたま市営繕工事における

週休２日モデル工事である」旨を明記し、監督職員は施工体制台帳等に添付される下請けとの契約

書の写し等において確認するものとする。 

制度認知が進んだため

削除 

（ 削 除 ） 

(４) モデル工事の周知 

ア 受注者は、本モデル工事の主旨について下請業者を含む現場労働者へ周知するものとする。 

イ 受注者は、本モデル工事である旨を工事看板により周知するものとする。 

制度認知が進んだため

削除 

（ 削 除 ） 

 (５) アンケート調査の実施 

工事完成時にアンケート調査を実施し技術管理課へ提出する。 

制度認知が進んだため

削除 

（ 削 除 ） 

(６) 工事成績評定 

発注者は週休２日の達成状況に応じて、工事成績評定表(さいたま市工事成績評定要領５条関係)

にある「２ 施工状況 (２)工程管理」で適切に評価する。 

制度認知が進んだため

削除 

附 則 

この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

附則の追加 

 


